
⽇ 時︓2016年10⽉9⽇（⽇） 13時〜16時
会 場︓メイン会場(秋⽥)︓秋⽥県児童会館 けやきシアター

（定員750 ⼈）（秋⽥市⼭王中島町１-２）
サブ会場(東京)︓東京医科⻭科⼤学医学部３号館(３階）
医学科講義室2(東京都⽂京区湯島1-5-45)
兵庫県⺠会館３０３号室（神⼾市営地下鉄県庁前下⾞すぐ。
JR元町駅徒歩７分）

第12回がん患者⼤集会参加報告書

プログラム



第12回がん患者⼤集会に協⼒した
東京都細胞検査⼠会メンバー

担 当︓秋⽥県細胞検査⼠会
⽯井 明、⽯井 孝⼦、阿部 諒

東京都細胞検査⼠会
三宅真司、阿部 仁、澁⽊康雄、
稲垣敦史、忽滑⾕昌平、⾦室俊⼦
⻑尾 緑、鈴⽊美那⼦、近藤 円、
吉⽥志緒⼦

兵庫県細胞検査⼠会
上岡英樹、⾼⽥直樹、⼭下展弘

←サブ会場(東京)︓東京医科⻭科⼤学
医学部３号館(３階）

● ● ●東京都細胞検査⼠会の協⼒内容● ● ●
11時50分集合

・会場案内（⼤学⼊⼝〜会場までの案内）8名
・受付 2名
・上記協⼒が終了したのちは聴講参加
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

私達の集合時間には降ってい
た⾬も、開場時間には⽌み、
事前登録者・関係者を含めて
参加者は80名程度であった。
メイン会場であった昨年に⽐
べて、参加者は少なかったも
のの、当⽇参加者もみられ、
参加者は会場内で講演・シン
ポジウムを熱⼼に聴講されて
いた。
東京都細胞検査⼠会の参加者
は10名で、例年とおり、会場
案内と受付を担当。会場まで
の案内は、今年は⼤学⼊⼝か
ら会場までを担当した。最寄
り駅から⼤学までは、他の協
⼒団体が担当。

会場までの案内

⼤学⼊⼝から会場の講義室までが分かり難いため、分岐点となる場所に案内板を持って⽴っ
た。この時に東京都細胞検査⼠会の⻩⾊いウインドブレーカーが⽬⽴ち、⻩⾊い服を⽬指し
て進むように案内、主催者からも、毎年分かり易くていいと、声をかけていただいた。また
団体名も覚えていただき、少しずつではあるが信頼関係ができている事を実感した。



[主催側のスタッフさんと受付]

[シンポジウムの様⼦]

第1部の「がん治療最前線〜ゲノム情報を⽤いた
個別化医療〜」では、遺伝⼦解析の基本、歴史、治
療への応⽤とその現状を分かり易く説明されていた。
分⼦標的薬剤や個別化医療など、治療効果の上昇や
無駄な治療の排除、副作⽤の回避等のメリットがあ
るが、遺伝⼦解析による差別を規制する法律が無い
事や、全ての病院で⾏われているわけではないとい
うデメリットもある。今後治療の選択肢が増え、標
準治療に組み込まれる可能性は⾼いが、その費⽤や
法整備が課題との事であった。

第2部のシンポジウム「患者・家族、医療者、⽀
援者、みな⼀緒にいきていこう」では、各演者から
⽴場の紹介がされ、その現状や要望・展望が話され
た。その中で、アメリカでは患者団体と研究者や企
業が情報を共有し、新しい薬剤が作られる事もある
との報告があった。⽇本ではまだ不⾜している事で
あり、今後正確な医療情報を共有し、新しい治療に
チャレンジしていきたいとのまとめとなった。
参加者から病理の報告書の開⽰について質問があり、
東京会場司会の筑波⼤学病院の臨床⼼理⼠の⽅およ
び、細胞検査⼠会の三宅会⻑が返答した。

第3部のシンポジウム「がん、新時代を⽣きる」は、秋⽥県本会場からの配信を視聴。医
師・患者会・家族・訪問看護師・厚労省がん対策推進官がシンポジストとして発⾔。コー
ディネーターは元NHKキャスターで現在福祉ジャーナリストの町永俊雄⽒。どのシンポジス
トも熱い想いを発⾔されており、問題点や今後に向けての⾏動について明確となったシンポ
ジウムであった。その中で、⼦供に親のがんを説明する事の⼤切さがあげられ、これには医
療者のサポートが必要であり、⼦供のがんに対する理解が深まることが重要である事や、地
域包括ケアシステムの重要性が印象深かった。秋⽥県ではがん罹患率が⾼いものの医師不⾜
であり、患者に寄り添った医師の教育や地域の現状をみた国の施策の必要性、地域に根差し
た患者会の⼤切さ、暮らしの中に医療を⼊れることの⼤切さがあげられていた。

第4部ではサテライト会場からの意⾒紹介がされ、そののちにアピール⽂が採択された。
アピール⽂は厚労省・医師会・患者に対するアピール⽂に加えて、全ての⼈へとして「がん
に向き合う社会つくり」も採択された。アピール⽂は会場で厚労省と医師会に⼿渡された。
アピール⽂の詳細は、がん患者団体⽀援機構のHPから確認していただきたい。

⽂責 細胞検査⼠会 渉外委員会
吉⽥志緒⼦

細胞検査⼠会ががん患者⼤集会への協⼒をさせていただいて数年以上経つが、細胞検査⼠会
が協⼒団体として認識されつつあると感じている。私達はがん患者の⽅々の意識や環境の変
化や願望を知り、さらに参加者には細胞検査⼠を認知していただけるよう、今後とも主催者
の⽅々と良好な関係を持続するようにしていきたいと感じた。

次回の第13回がん患者⼤集会は11⽉26⽇（⽇）本会場を東京医科⻭科⼤で開催予定です
ので、会員の皆様のご後援、ご協⼒をお願い致します。


